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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月7日(2016.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物であって、
脂質成分；
糖ペプチド抗生物質成分；および
アミノ酸またはその誘導体
を含み、
　該アミノ酸またはその誘導体が該糖ペプチド抗生物質の分解速度を減少させる、安定化
された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項２】
　前記安定化された糖ペプチド抗生物質－アミノ酸複合体が前記脂質成分に捕捉されてい
る、請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
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【請求項３】
　前記抗生物質組成物が、同一の前記脂質成分および同一の前記糖ペプチド抗生物質成分
を含み、アミノ酸またはその誘導体を含まない抗生物質組成物より少なくとも４４％安定
しているか、または少なくとも７７％安定しているか、または少なくとも８８％安定して
いる、請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項４】
　前記組成物が４℃で１週間あたり０．０５重量％未満、または４℃で１週間あたり０．
０２％重量未満、または４℃で１週間あたり０．０１％重量未満の速度で分解生成物を生
成する、請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項５】
　前記脂質成分がリン脂質を含む、請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチ
ド抗生物質組成物。
【請求項６】
　前記リン脂質が、ホスファチジルコリン（ＰＣ）、ホスファチジルグリセロール（ＰＧ
）、ホスファチジルイノシトール（ＰＩ）、ホスファチジルセリン（ＰＳ）、ホスファチ
ジルエタノールアミン（ＰＥ）、ホスファチジン酸（ＰＡ）、およびその混合物からなる
群から選択される、請求項５に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成
物。
【請求項７】
　前記脂質成分がステロールを含む、請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプ
チド抗生物質組成物。
【請求項８】
　前記ステロールがコレステロールである、請求項７に記載の安定化された脂質ベースの
糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項９】
　前記脂質成分がリン脂質およびステロールを含む、請求項１に記載の安定化された脂質
ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項１０】
　前記脂質成分がジパルミトイルホスファチジルコリン（ＤＰＰＣ）を含む、請求項１に
記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項１１】
　前記脂質成分がジパルミトイルホスファチジルコリン（ＤＰＰＣ）およびコレステロー
ルを含む、請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項１２】
　前記脂質成分がジパルミトイルホスファチジルグリセロール（ＤＰＰＧ）を含む、請求
項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項１３】
　前記脂質成分がジパルミトイルホスファチジルグリセロール（ＤＰＰＧ）およびコレス
テロールを含む、請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物
。
【請求項１４】
　前記脂質成分が、ジパルミトイルホスファチジルコリン（ＤＰＰＣ）、ジパルミトイル
ホスファチジルグリセロール（ＤＰＰＧ）、およびコレステロールを含む、請求項１に記
載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項１５】
　前記脂質成分がリポソーム、脂質クラスレートまたはプロリポソームとして存在する、
請求項２に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項１６】
　前記糖ペプチド抗生物質がバンコマイシンである、請求項１に記載の安定化された脂質
ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
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【請求項１７】
　前記アミノ酸またはその誘導体がＤ－アラニン、アスパラギン酸、ビシン、Ｄ－グルタ
ミン酸、グリシルグリシン（Ｇｌｙ－Ｇｌｙ）またはイミノ二酢酸（ＩＤＡＡ）である、
請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項１８】
　前記糖ペプチド抗生物質成分と前記アミノ酸またはその誘導体とのモル比が約１：１～
約１：４、約１：１～約１：２、約１：１、または約１：２である、請求項１に記載の安
定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項１９】
　前記組成物がジペプチドまたはトリペプチドであるアミノ酸またはその誘導体を含む、
請求項１に記載の安定化された脂質ベースの糖ペプチド抗生物質組成物。
【請求項２０】
　細菌感染の処置を必要とする患者における細菌感染を処置するための安定化された脂質
ベースの糖ペプチド抗生物質組成物であって、該組成物は脂質成分、糖ペプチド抗生物質
成分およびアミノ酸またはその誘導体を含み、該アミノ酸または該その誘導体は該糖ペプ
チド抗生物質の分解速度を減少させる、組成物。
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